
GXD-L65H1

パブリックディスプレイ お客様事例

株式会社ジェイアール東日本企画様
交通

品川駅自由通路のデジタルポスターとして44台のGXD-L65H1を設置。広告ジャック
風の空間演出により新たな表現手法が可能に

導入効果お客様のニーズ・課題
駅構内へ大型液晶ディスプレイを用いた広告媒体設置を
展開。品川駅自由通路にこれまでで最大規模の44面媒体
を設置するにあたり、環境・設置条件を満たす製品を必要
としていた。

通路の両側に並ぶ22本の柱に、65V型フルHD液晶ディス
プレイGXD-L65H1を設置。どこからでも視界に入る広告
ジャック風の空間演出を実現した。

株式会社ジェイアール東日本企画様
ジェイアール東日本企画様は、1988年の設立以来、JR東日本グループ様の所有する駅や関連施設などのJR資源をベースに、
柔軟な発想から生まれる様々な広告展開を行っています。テレビCM、ラジオCM、新聞、雑誌、サービスプロモーションはもちろん
のこと、得意の交通広告では新しい手法や新規媒体の開発も行い、トレインチャンネル、モバイルSuicaを使った媒体の開発、
電子ペーパーディスプレイの実証実験などもすすめています。

株式会社ジェイアール東日本企画
交通媒体本部 媒体開発部 部長 山本孝様にお話を伺いました。

導入背景

品川駅自由通路にも大型液晶ディスプレイを用いた広告媒体を展開。 
株式会社ジェイアール東日本企画では、2008年7月のJR東京駅八重洲南口コンコース
への試験設置を皮切りに、首都圏のJR駅構内を中心に大型液晶ディスプレイを用いた広
告媒体「J・ADビジョン」（旧デジタルポスター。2010年度より改称）の設置を進めてきまし
た。2010年3月末時点で12駅18か所合計170面と、駅ナカのデジタル広告媒体のネッ
トワークとしては国内最大規模の展開となっています。
今回、ソニー製液晶ディスプレイを導入設置した品川駅自由通路は、2009年秋頃から計画
が開始されました。ちょうど液晶ディスプレイの大型化と高精細化が大きく進展した時期でもあ
り、品川駅自由通路の環境や設置条件に一番マッチした、より大きなディスプレイを導入す
ることになりました。

防塵・防滴、高輝度、スリム筐体が通路の環境・設置条件を満たす。
品川駅自由通路の上部には窓があり、夏期には換気のために窓を開放しておくなど、いわば
半屋外の環境です。窓の開閉状態や風向きによっては雨が入りこむこともありますし、日光の
影響で非常に明るくなる場所もあります。そのため機種選定を行うにあたっては、雨やホコリに
強い設計であること、視認性が高いことが条件となりました。さらに、自由通路内の22本の柱
に設置することを考慮し、本体がスリムであることも条件に加えました。
ソニーの65V型フルHD液晶ディスプレイGXD-L65H1は、当時の業務用ディスプレイの中では
一番大きく、先にあげた3つの条件も満たしていました。
また、これまで液晶ディスプレイは、柱や壁に埋め込んでいましたが、通行人数の非常に多い
品川駅自由通路では、床面積の減少を避けるために柱の上部に設置することが決定してい
ました。通常は縦型で表示していますが、埋め込みではないため、映像によってはディスプレイ
を回転させて横型で表示させることが可能な仕様にしました。これにより広告表現の幅がさら
に広がるのではないかと考えました。このような背景があり、縦横両用で使用可能なGXD-
L65H1の導入が決定しました。

選定理由

品川駅自由通路（写真中央）

設置箇所上部には窓があり、GXD-L65H1の防塵・
防滴仕様が有効

自由通路内22本の柱に縦横両用のGXD-L65H1を
設置
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